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当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類
追加型投信／国内／不動産投信
（課税上は株式投資信託として取扱われます。）

信託期間 2010年11月26日から2015年10月26日

運用方針
信託財産の中長期的な成長と安定した収益の確保
を目指して運用を行います。

主要投資
対 象

東京海上
Ｊ－ＲＥＩＴ投信
（通貨選択型）　
インドネシアルピアコース
（年２回決算型）

わが国の不動産投資信託の
受益証券および不動産投資
法人の投資証券（Ｊ－ＲＥ
ＩＴ）を投資対象とする外
国投資信託「Tokio Marine 
J-REIT Fund（ＩＤＲクラ
ス）」の受益証券と、主に
円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーなど
に投資する親投資信託「東
京海上マネープールマザー
ファンド」の受益証券を主
要投資対象とします。

Tokio Marine 
J-REIT Fund
（ＩＤＲクラス）

日本の取引所に上場（これ
に準ずるものを含みま
す。）されているＪ－ＲＥ
ＩＴを主要投資対象としま
す。

東京海上
マネープール
マザーファンド

円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを主
要投資対象とします。

投資制限

東京海上
Ｊ－ＲＥＩＴ投信
（通貨選択型）　
インドネシアルピアコース
（年２回決算型）

・株式への直接投資は行い
ません。

・外貨建資産への実質投資
割合には制限を設けませ
ん。

・投資信託証券への投資割
合には制限を設けませ
ん。

Tokio Marine 
J-REIT Fund
（ＩＤＲクラス）

・空売りを行った有価証券
の時価総額は純資産総額
を超えないものとしま
す。

・原則として、純資産総額
の10％を超える借入れは
行わないものとします。

東京海上
マネープール
マザーファンド

・株式への投資は行いませ
ん。

・外貨建資産への投資は、
円貨で約定し円貨で決済
するもの（為替リスクの
生じないもの）に限りま
す。

分配方針

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含
めた配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等から、基準価額の水準、市況動向等を勘
案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額
が少額の場合等には、収益分配を行わないことが
あります。収益の分配に充当せず、信託財産内に
留保した利益については、運用の基本方針に基づ
いて運用を行います。

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）

インドネシアルピアコース（年２回決算型）

第２期　　　運用報告書

（決算日　2011年10月25日）

投資家のみなさまへ

毎々格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し

上げます。

さて、ご投資いただいております「東

京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択

型）　インドネシアルピアコース（年

２回決算型）」は、2011年10月25日に

第２期の決算を行いましたので、期中

の運用状況をご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜ります

ようお願い申し上げます。
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ファンドの特色

当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。

わが国の取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）されているＪ－ＲＥＩＴを主要投資対象とする円建ての外

国投資信託「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」と、円建ての国内籍の投資信託である「東京海上マネー

プールマザーファンド」を投資対象とするファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

分配金
解約金

申込金

投資 投資

投資

損益 損益

損益損益

投資Tokio Marine J-REIT Fund
（ＩＤＲクラス）
〈外国投資信託

（ケイマン諸島籍）：円建て〉

東京海上
マネープールマザーファンド
〈親投資信託：円建て〉

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信
（通貨選択型）

インドネシアルピアコース
（年２回決算型）

投資者
(受益者)

Ｊ－ＲＥＩＴなど

円建ての
短期公社債

など
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1－　　－

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額
(分 配 落)

フ ァ ン ド の 組 入 比 率

純 資 産税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

Tokio Marine 
J-REIT Fund
(ＩＤＲクラス)

東 京 海 上
マネープール
マザーファンド

（設定日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2010年11月26日 10,000 － － － － 709

１期（2011年４月25日） 10,238 10 2.5 98.5 0.1 1,122
２期（2011年10月25日） 8,097 10 △20.8 98.8 0.2 641

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（注２）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注３）設定日の純資産は、設定元本を表示しています。

■当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額
フ ァ ン ド の 組 入 比 率

騰 落 率
Tokio Marine J-REIT 
Fund（ＩＤＲクラス）

東京海上マネープール
マ ザ ー フ ァ ン ド

（期　首） 円 ％ ％ ％
2011年４月25日 10,238 － 98.5 0.1

４月末 10,276 0.4 98.9 0.1

５月末 10,304 0.6 99.7 0.1

６月末 9,984 △ 2.5 99.0 0.1

７月末 9,401 △ 8.2 98.9 0.1

８月末 9,240 △ 9.7 99.0 0.1

９月末 8,371 △18.2 99.3 0.1

（期　末）
2011年10月25日 8,107 △20.8 98.8 0.2

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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2－　　－

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

■当期中の運用経過と今後の方針（2011年４月26日から2011年10月25日まで）

１．基準価額の推移と主な変動要因
　基準価額は、前期末（2011年４月25日）の10,238円から、当
期末（2011年10月25日）の8,097円（分配落ち後）となりまし
た。なお、当期、１万口当たり10円の分配金をお支払いしまし
た。
　Ｊ－ＲＥＩＴ市場が下落したことや為替レートが円高インド
ネシアルピア安となったことが、マイナス要因となりました。

２．当期の投資環境
　2011年４月は月末にかけて、月後半に発表された海外企業の
決算内容がおおむね良かったことや、ＦＲＢ（米連邦準備制度
理事会）が金融緩和策を維持する期待が強まったことなどから、
世界的に株式市場が上昇したため、Ｊ－ＲＥＩＴ市場も同様に
上昇しました。
　５月から７月初旬にかけては、前月のＪ－ＲＥＩＴ市場上昇
に対する利益確定の売りが入ったことや、東日本大震災以降サ
プライチェーン（供給網）の回復が遅れていた日本企業の生産
活動に対するＶ字型回復期待の高まりなどから、投資家のリス
ク選好度が回復した結果、ディフェンシブ（景気変動にあまり
影響されない）の性格の強いＪ－ＲＥＩＴ投資へのニーズが弱
まり、Ｊ－ＲＥＩＴ市場は上値の重い展開となりました。さら
に、５月にオリックス不動産投資法人とユナイテッド・アーバ
ン投資法人が相次いで公募増資を発表したことで、一時的に市
場の需給悪化懸念が強まったことや、欧州でのギリシャの債務
再編問題が注目を集めたことも下落する要因となりました。
　７月中旬から８月初旬にかけては、Ｊ－ＲＥＩＴ各社の増資
による市場での需給悪化懸念が高まる中、ユーロ圏諸国におけ
る財政問題が深刻化したことや、米国連邦政府債務の上限引き
上げ法案の審議が長期化したこと、米国の格付会社が米国債を
ＡＡＡから格下げしたことなどのマイナス要因から、投資家の
リスク回避姿勢が世界的に強まり、株式市場と同様にＪ－ＲＥ
ＩＴ市場は大きく下落しました。また、米国で発表された経済
指標が事前予想を下回る内容であったことも、世界的な景気減
速懸念を強めることとなりました。８月中旬以降は、日本銀行
の「資産買入等の基金」によるＪ－ＲＥＩＴ買い入れが連日行
われたことで、Ｊ－ＲＥＩＴ市場は上昇に転じ、落ち着きを取
り戻しました。
　９月から10月にかけては、ユーロ圏諸国によるギリシャの債
務再編問題の抜本的な解決策が具体的に打ち出されなかったこ
とから、Ｊ－ＲＥＩＴ市場は変動性が高く軟調な相場展開が続
き、投資家のリスク回避姿勢が収束しないまま、Ｊ－ＲＥＩＴ
各社の底堅い決算内容が評価されにくい状況が続き、再び下落
基調となりました。
　為替レートについては、右図のとおり推移し、前期末対比で
円高インドネシアルピア安となりました。

（注）為替レートは、ＷＭロイターを使用しています。
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

３．当期の運用経過と基準価額

＜インドネシアルピアコース（年２回決算型）＞
　当ファンドは、外国投資信託「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」受益証券および親投資信託「東京海上マネープール
マザーファンド」受益証券を主要投資対象とし、「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」の組入比率をおおむね95％以上に
維持しました。
　当ファンドの基準価額は、「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」の値動きを反映し、当期中において、分配金込みで
20.8％下落しました。
　当期の収益分配につきましては、当ファンドの収益分配方針に基づき１万口当たり10円（税引前）を分配しました。なお、収益分
配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。

＜Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）＞
○Ｊ－ＲＥＩＴの組入比率
　Ｊ－ＲＥＩＴの組入比率は、当期を通じて高位を維持しました。
○当期中の主な動き
　Ｊ－ＲＥＩＴの運用は、Ｊ－ＲＥＩＴの市場流動性（流動性基準）とスポンサー企業の信用力や財務健全性（信用リスク基準）に
基づいて絞り込んだ銘柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を組み合わせた銘柄投資比率でポートフォリオを構築し、
運用を行いました。
　為替ヘッジについては、ヘッジ比率を高位に保つ運用を行いました。
　上記の結果、基準価額は期中の分配金込みで下落して期を終えました。

＜東京海上マネープールマザーファンド＞
　当ファンドは、元本の安全性と流動性を重視し、短期の国債に投資して安定的な収益の確保に努めました。その結果、基準価額は
設定時からおおむね安定的に上昇し、当期末は10,009円となりました。

４．今後の運用方針

＜インドネシアルピアコース（年２回決算型）＞
　外国投資信託「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」受益証券および親投資信託「東京海上マネープールマザーファン
ド」受益証券を主要投資対象とし、「Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）」の組入比率を高位に維持します。

＜Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス）＞
　今後のＪ－ＲＥＩＴ市場は、ギリシャの債務再編問題に関するユーロ圏諸国の抜本的な解決策の遅れに対するネガティブな反応や、
米国や中国の景気減速懸念、投資家のリスク回避姿勢の高まりなど、外部のリスク要因が収束されていない中、引き続き値動きの激
しい状況が続くことが想定されます。世界同時株安の影響からＪ－ＲＥＩＴ市場も大きく下落しており、総じてＪ－ＲＥＩＴ各社の
分配金利回りは、過去の分配金利回りの水準と比較しても魅力的な水準にあると思われます。足元の投資家心理の悪化が長引けば、
Ｊ－ＲＥＩＴ市場の回復も遅れる可能性はありますが、高い分配金利回りが株価水準を下支えする要因になると考えられます。
　市場環境が良好ではない状況下、Ｊ－ＲＥＩＴ各社の事業環境は景気回復の遅れから賃料減額の圧力などのマイナス要因がありま
す。しかし、保有資産は優良物件が中心であり相対的に稼働率は高水準を維持していることや、増資や資金借り入れなどによる収益
物件の取得、低金利での資金借り換えや負債期限を長期化するなどのプラス要因もあり、収益性の維持が確保されていると考えられ
ます。また、現在のＪ－ＲＥＩＴ各社の分配金は、賃料収入による利益を中心に構成されており、過去に合併した銘柄に関しては合
併差益（負ののれん）の内部留保の活用も可能であることから、安定した分配が期待されます。以上の点から、今後もＪ－ＲＥＩＴ
各社は安定した収益と分配金が維持できると考えています。
　このような投資環境の下、当ファンドは、引き続きＪ－ＲＥＩＴの市場流動性（流動性基準）とスポンサー企業の信用力や財務健
全性（信用リスク基準）に基づいて絞り込んだ銘柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を組み合わせた銘柄投資比率で
ポートフォリオを構築し、中長期的にＪ－ＲＥＩＴ市場全体の動きをおおむね捉える運用を機動的に行う方針です。
　また、為替ヘッジについては、ヘッジ比率を高位に保つ運用を行う方針です。

＜東京海上マネープールマザーファンド＞
　国内の短期金利は、日本銀行が当面は緩和的な金融政策を継続するとの見方から、低水準で安定して推移すると予想しています。
　このような環境下、当ファンドは、引き続き国債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として
運用することにより、元本の安全性と流動性を重視し、安定的な収益の確保に努める方針です。
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

■１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細
項 目 前 期 当 期

(a) 信 託 報 酬 28円 31円
（投 信 会 社） ( 7) ( 7)

（販 売 会 社） (20) (23)
（受 託 銀 行） ( 1) ( 1)

(b) 保 管 費 用 等 0 0
合 計 28 31

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追

加・解約により受益権口数に変動があるため、下記の簡便法に

より算出した結果です。

(a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

(b)保管費用等は、期中の金額を各月末現在の受益権口数の単純平

均で除したものです。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入しています。

（注３）この他にファンドが投資対象とする投資信託証券に関しても信

託報酬等がかかります。

■期中の売買及び取引の状況（2011年４月26日から2011年10月25日まで）
　投資信託証券

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

口 千円 口 千円
外 国
(邦貨建)

ケイマン Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス） 8,191 78,030 33,969 303,370

（注１）金額は受渡代金です。

（注２）単位未満は切り捨てています。

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2011年４月26日から2011年10月25日まで）
　期中における設定、解約はありません。

■組入資産の明細（2011年10月25日現在）
(1）ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額 比 率

口 口 千円 ％
Tokio Marine J-REIT Fund（ＩＤＲクラス） 110,502 84,724 634,078 98.8

（注１）比率は、純資産総額に対する評価額の比率です。

（注２）口数・評価額の単位未満は切り捨てています。

■利害関係人との取引状況等（2011年４月26日から2011年10月25日まで）
　期中における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

(2）親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 評 価 額 口 数 評 価 額

千口 千円 千口 千円
東京海上マネープールマザーファンド 1,000 1,000 1,000 1,000

（注）単位未満は切り捨てています。
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

■投資信託財産の構成� （2011年10月25日現在）

項 目
期 首（前期末） 当 期 末

評 価 額 比 率 評 価 額 比 率

千円 ％ 千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 1,105,692 97.1 634,078 96.0

東京海上マネープールマザーファンド 1,000 0.1 1,000 0.2

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 31,953 2.8 25,497 3.8
投 資 信 託 財 産 総 額 1,138,645 100.0 660,575 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2011年４月25日)､(2011年10月25日)現在

項 目 期 首(前期末) 当 期 末

(A) 資 産 1,138,645,509円 660,575,896円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 30,932,322 14,496,106

投資信託受益証券(評価額) 1,105,692,650 634,078,871

東京海上マネープール
マザーファンド(評価額)

1,000,500 1,000,900

未 収 入 金 1,020,000 11,000,000

未 収 利 息 37 19

(B) 負 債 16,484,081 18,880,298

未 払 金 9,600,000 －

未 払 収 益 分 配 金 1,096,050 792,554

未 払 解 約 金 2,874,210 14,987,837

未 払 信 託 報 酬 2,868,003 3,051,196

そ の 他 未 払 費 用 45,818 48,711

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,122,161,428 641,695,598

元 本 1,096,050,890 792,554,923

次 期 繰 越 損 益 金 26,110,538 △150,859,325

(D) 受 益 権 総 口 数 1,096,050,890口 792,554,923口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,238円 8,097円

（注１）当ファンドの期首元本額は1,096,050,890円、期中追加設定元

本額は39,018,041円、期中一部解約元本額は342,514,008円で

す。

（注２）当期末の１口当たり純資産額は0.8097円です。

（注３）当期末の元本の欠損は150,859,325円です。

■損益の状況 前期（自2010年11月26日　至2011年４月25日）
当期（自2011年４月26日　至2011年10月25日）

項 目 前 期 当 期

(A) 配 当 等 収 益 38,440,985円 43,172,610円
受 取 配 当 金 38,430,228 43,169,279
受 取 利 息 10,757 3,331

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △33,228,597 △209,462,459
売 買 益 15,638,394 33,557,788
売 買 損 △48,866,991 △243,020,247

(C) 信 託 報 酬 等 △ 2,913,821 △　3,099,907
(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,298,567 △169,389,756
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 － 2,009,746
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 24,908,021 17,313,239

(配 当 等 相 当 額) (　 6,894,312) (　　5,094,242)
(売 買 損 益 相 当 額) (　18,013,709) (　 12,218,997)

(G) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 27,206,588 △150,066,771
(H) 収 益 分 配 金 △ 1,096,050 △　　792,554

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 26,110,538 △150,859,325
追 加 信 託 差 損 益 金 23,811,971 17,313,239
(配 当 等 相 当 額) (　 5,798,373) (　　5,094,242)
(売 買 損 益 相 当 額) (　18,013,598) (　 12,218,997)
分 配 準 備 積 立 金 35,528,248 64,491,294
繰 越 損 益 金 △33,229,681 △232,663,858

（注１）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

（注２）損益の状況の中で(C)信託報酬等には消費税等相当額を含めて

表示しています。

（注３）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。

（注４）計算期間末における費用控除後の配当等収益（40,072,783円）、

費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する

収 益 調 整 金 （ 5,094,242 円 ） お よ び 分 配 準 備 積 立 金

（25,211,065円）より分配対象収益は70,378,090円（１万口当

たり887円）であり、うち792,554円（１万口当たり10円）を分

配金額としています。
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）　インドネシアルピアコース（年２回決算型）

■当期の分配金のお知らせ
１ 万 口 当 た り 分 配 金 10円

◇分配金をお支払いする場合：分配金は、決算日より起算して５営業日までにお支払いを開始しました。
◇分配金を再投資する場合：お手取り分配金は、2011年10月25日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資し
ました。

◇課税上の取扱いについて
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。
・分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分
配金、下回る部分が特別分配金となります。

・分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額特別分配金となります。
・特別分配金が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該特別分配金を控除した額が、その後の個々の受
益者の個別元本となります。

・個人の受益者に対する課税は以下のとおりです。（法人の受益者の場合は取扱いが異なります。）
収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金については、10％（所得税７％、地方税３％）の税率による源泉徴収が行われ、申
告不要制度が適用されます。収益分配金のうち課税対象となるのは普通分配金のみであり、特別分配金は課税されません。

税制改正等により、課税上の取扱い内容が変更になる場合があります。
課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家にご確認ください。
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Tokio Marine J-REIT Fund

 <参考情報>
Tokio Marine J-REIT Fund（ＪＰＹクラス／ＡＵＤクラス／ＢＲＬクラス／ＩＤＲクラス）

（外国投資信託　ケイマン諸島籍）の運用状況

　Tokio Marine J-REIT Fundは、「東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）」が投資対象とする外国

投資信託証券です。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

形 態 ケイマン諸島籍契約型外国投資信託／円建て

運 用 方 針

日本の取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）されているＪ－ＲＥＩＴを主要投資対象として、Ｊ－ＲＥ

ＩＴ市場全体の中長期的な動きを概ね捉えるとともに、各クラス（ＪＰＹクラスを除く）で定められた通貨（ＡＵ

Ｄクラス＝豪ドル、ＢＲＬクラス＝ブラジルレアル、ＩＤＲクラス＝インドネシアルピア）への投資効果を追求し

ます。

Ｊ－ＲＥＩＴへの投資にあたっては、Ｊ－ＲＥＩＴ市場における時価総額構成比を基本としつつ、流動性・信用力

などを勘案して各銘柄に対する投資比率を適宜調整します。なお、運用の効率性の観点から、指数先物取引などを

用いる場合があります。

主な投資制限
・空売りを行った有価証券の時価総額は純資産総額を超えないものとします。

・原則として、純資産総額の10％を超える借入れは行わないものとします。

収 益 分 配 毎月、投資顧問会社と協議の上、受託会社の判断により分配を行うことができます。

信 託 期 間 原則として2015年10月23日まで

決 算 日 原則として毎年３月25日

信 託 報 酬 等

ファンドの純資産総額に対し年率0.56％を乗じて得た額が投資顧問会社、受託会社、保管銀行ならびに事務代行会

社への報酬の合計額としてファンドから支払われます。この他、ファンドは、ファンドの設立に係る費用（３年を

超えない期間にわたり償却）、組入有価証券の売買委託手数料等の取引に要する費用、組入有価証券の保管に要す

る費用、信託財産に関する租税、監査報酬、法的費用等を負担します。

関 係 法 人

受託会社：Global Funds Trust Company

保管銀行、事務代行会社：Nomura Bank（Luxembourg）S.A.

投資顧問会社：東京海上アセットマネジメント投信株式会社

※資金動向、市況動向、残存期間等の事情によっては上記のような運用ができない場合があります。
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Tokio Marine J-REIT Fund

(1) 損益計算書

【損益計算書】

2010年11月26日
～2011年３月25日

(円)

収益：

受取配当金 817,306,186

収益合計 817,306,186

費用：

投資顧問料 84,016,308

事務管理報酬 20,482,730

保管費用 6,147,864

取引銀行報酬 3,530,522

銀行手数料 3,752,000

受託費用 4,098,442

法務報酬 1,085,230

海外登記手数料 110,150

立替費用 2,048,034

その他諸費用 1,401,803

印刷費用 142,461

設定費用償却 145,623

費用合計 126,961,167

投資純収益 690,345,019

投資に係る実現純損失 (　193,512,210)

外国通貨、外国為替先渡契約に係る実現純利益 1,896,656,892

当期実現純利益 1,703,144,682

投資に係る未実現評価損益の変動額 (3,179,639,497)

外国為替先渡契約に係る未実現評価損益の変動額 (　691,233,289)

当期未実現損失 (3,870,872,786)

運用の結果による純資産の純減少額 (1,477,383,085)

（2011年３月25日現在）

１口当たり純資産価格 発行済受益証券数 純資産残高

ＪＰＹクラス 9,877円 433,342 4,280,262,194円

ＡＵＤクラス 10,144円 1,657,099 16,809,928,596円

ＢＲＬクラス 9,754円 6,599,017 64,366,976,919円

ＩＤＲクラス 9,841円 443,977 4,369,108,608円
※発行済み受益証券数は小数点以下を四捨五入しています。

（Nomura Bank（Luxembourg）S.A.提供の監査財務諸表より作成）
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Tokio Marine J-REIT Fund

(2) 組入有価証券の明細
2011年９月29日現在（現地）

銘 柄 名 純 資 産 比 率

日本ビルファンド投資法人 14.9％

ジャパンリアルエステイト投資法人 11.5％

日本リテールファンド投資法人 9.0％

ユナイテッド・アーバン投資法人 6.0％

野村不動産オフィスファンド投資法人 5.3％

日本プライムリアルティ投資法人 4.9％

アドバンス・レジデンス投資法人 4.6％

森トラスト総合リート投資法人 4.6％

オリックス不動産投資法人 4.0％

フロンティア不動産投資法人 3.8％

日本ロジスティクスファンド投資法人 3.7％

ケネディクス不動産投資法人 3.5％

日本アコモデーションファンド投資法人 3.2％

東急リアル・エステート投資法人 2.7％

ジャパンエクセレント投資法人 2.2％

大和証券オフィス投資法人 2.1％

ビ・ライフ投資法人 2.0％

森ヒルズリート投資法人 1.9％

グローバル・ワン不動産投資法人 1.7％

福岡リート投資法人 1.7％

トップリート投資法人 1.6％

野村不動産レジデンシャル投資法人 1.4％

ＭＩＤリート投資法人 1.3％

プレミア投資法人 1.0％

阪急リート投資法人 1.0％

産業ファンド投資法人 0.9％

積水ハウス・ＳＩ　投資法人 0.8％

ジャパン・ホテル・アンド・リゾート投資法人 0.8％

日本賃貸住宅投資法人 0.6％

平和不動産リート投資法人 0.6％

スターツプロシード投資法人 0.4％

日本ホテルファンド投資法人 0.4％

合計（銘柄数・比率） 32 104.2％

（注１）事務代行会社である「Nomura Bank（Luxembourg）S.A.」からの情報を受け、その内容を記載しています。

（注２）比率は純資産総額に占める割合です。
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東京海上マネープールマザーファンド

東京海上マネープールマザーファンド

運用報告書　第１期（決算日　2011年10月25日）

（計算期間　2010年11月26日～2011年10月25日）

ここに、法令・諸規則に基づき、当マザーファンド（親投資信託）の直前の計算期間にかか
る運用状況をご報告申し上げます。

■当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額 参 考 指 数
債 券
組 入 比 率騰 落 率 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2010年11月26日 10,000 － 100.00 － －

11月末 10,000 0.0 100.00 0.0 100.0

12月末 10,001 0.0 100.01 0.0 100.0

2011年１月末 10,002 0.0 100.02 0.0 91.2

２月末 10,003 0.0 100.02 0.0 99.9

３月末 10,004 0.0 100.03 0.0 99.9

４月末 10,005 0.1 100.03 0.0 34.4

５月末 10,005 0.1 100.04 0.0 72.8

６月末 10,006 0.1 100.05 0.0 43.1

７月末 10,007 0.1 100.05 0.1 97.6

８月末 10,008 0.1 100.06 0.1 66.8

９月末 10,008 0.1 100.07 0.1 124.1

（期　末）
2011年10月25日 10,009 0.1 100.07 0.1 62.1

（注）騰落率は期首比です。

参考指数は、無担保コール翌日物金利です。無担保コール翌日物金利は、設定日を100として指数化したものです。

■設定以来の運用実績

決 算 期 基 準 価 額 参 考 指 数
債 券
組 入 比 率

純 資 産期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 ％ ％ ％ 百万円
2010年11月26日 10,000 － 100.00 － － 10

１期（2011年10月25日） 10,009 0.1 100.07 0.1 62.1 16

（注１）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注２）設定日の純資産は、設定元本を表示しています。
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11－　　－

東京海上マネープールマザーファンド

■当期の運用経過と今後の方針（2010年11月26日から2011年10月25日まで）

１．基準価額の推移と主な変動要因
　当ファンドは主に短期国債に投資する事により、安定した金

利収入を獲得しました。その結果、当期末の基準価額は10,009

円となり、設定来で0.1％上昇しました。

２．当期の投資環境
　当期の短期金融市場は、日本銀行の2008年以来の金融緩和政

策が、東日本大震災や不安定な海外情勢に対応するよう強化さ

れた事を主因に、非常に低かった金利水準がわずかながらさら

に低下しました。金融緩和の度合いを知る上で着目する日本銀

行の当座預金残高では、震災前が20兆円弱、震災後は一時40兆

円超、その後は30兆円を中心に推移しており、特に当期後半の

資金余剰感が非常に強くなりました。

　このような状況下、無担保コール翌日物金利は震災前が

0.09％程度、震災後は0.06％から0.08％程度で推移しました。

また、３カ月物短期国債の利回りは震災前の0.1％台前半から、

震災後は0.1％程度で推移しました。

３．当期の運用経過と基準価額
　当ファンドは、元本の安全性と流動性を重視し、短期の国債に投資して安定的な収益の確保に努めました。その結果、基準価額は

設定時からおおむね安定的に上昇し、当期末は10,009円となりました。

４．今後の運用方針
　国内の短期金利は、日本銀行が当面は緩和的な金融政策を継続するとの見方から、低水準で安定して推移すると予想しています。

　このような環境下、当ファンドは、引き続き国債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として

運用することにより、元本の安全性と流動性を重視し、安定的な収益の確保に努める方針です。

9,950
9,960
9,970
9,980
9,990
10,000
10,010
10,020
10,030
10,040
10,050

5/26 8/262010/11/26

(円)

10/252011/2/26

基準価額

参考指数

基準価額と参考指数の推移

（注）参考指数は、設定日（2010年11月26日）の値が基準価額と同一と

なるように指数化したものです。
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12－　　－

東京海上マネープールマザーファンド

■１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細
　記載すべき事項はありません。

■期中の売買及び取引の状況（2010年11月26日から2011年10月25日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円

国 債 証 券 5,299,256 5,199,287
(　 90,000)

（注１）金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません。）

（注２）単位未満は切り捨てています。

（注３）(　)内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれていません。

■利害関係人との取引状況等（2010年11月26日から2011年10月25日まで）
　期中における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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13－　　－

東京海上マネープールマザーファンド

■投資信託財産の構成� （2011年10月25日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 9,998 62.1

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 6,111 37.9

投 資 信 託 財 産 総 額 16,109 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てています。

(B) 詳細開示

　国内（邦貨建）公社債銘柄別

銘 柄 名
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円
国 債 証 券 第225回　国庫短期証券 － 10,000 9,998 2011／12／26

合 計 － 10,000 9,998 －

（注１）額面・評価額の単位未満は切り捨てています。

（注２）株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。

■組入資産の明細（2011年10月25日現在）
(A) 債券種類別開示

　国内（邦貨建）公社債

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 10,000 9,998 62.1 － － － 62.1
(10,000) (9,998) (62.1) (－) (－) (－) (62.1)

合 計 10,000 9,998 62.1 － － － 62.1
(10,000) (9,998) (62.1) (－) (－) (－) (62.1)

（注１）(　)内は非上場債で内書きです。

（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注３）額面・評価額の単位未満は切り捨てています。

（注４）－印は組み入れなしです。

（注５）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。
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14－　　－

東京海上マネープールマザーファンド

■資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2011年10月25日)現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 16,109,731円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 6,111,343

公 社 債(評価額) 9,998,380

未 収 利 息 8

(B) 純 資 産 総 額(Ａ) 16,109,731

元 本 16,095,659

次 期 繰 越 損 益 金 14,072

(C) 受 益 権 総 口 数 16,095,659口

１万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 10,009円

（注１）当親ファンドの期首元本額は10,000,000円、期中追加設定元本

額は326,310,095円、期中一部解約元本額は320,214,436円です。

元本の内訳

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）マネープール（年２回）� 6,096,358円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）レアル（毎月分配型）� 2,999,301円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）円（毎月分配型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）円（年２回決算型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドル（毎月分配型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドル（年２回決算型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）レアル（年２回決算型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）ルピア（毎月分配型）� 1,000,000円

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）ルピア（年２回決算型）� 1,000,000円

（注２）当期末の１口当たり純資産額は1.0009円です。

■損益の状況
（自2010年11月26日　至2011年10月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 24,641円

受 取 利 息 24,641

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 9,580

売 買 益 9,580

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 34,221

(D) 追 加 信 託 差 損 益 金 59,591

(E) 解 約 差 損 益 金 △79,740

(F) 　 計 　(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 14,072

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 14,072

（注１）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。

（注２）損益の状況の中で(D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。

（注３）損益の状況の中で(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。
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